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スタイレットポイント

ディスポーザブル脊髄くも膜下麻酔針 (スタイレットポイント)

安全な穿刺をサポートする先端開口タイプのNoncutting Type スパイナル針 
針先から薬液注入孔までの距離が短い先端開口型のNoncuttingタイプのスタイレットポイント針は
くも膜下腔到達後の薬液投与を確実に行いやすく、安定した手技をサポートします。
また、硬膜穿刺時の抵抗変化（クリック感）が明瞭に把握しやすく、穿刺層の認識を補助することで
安全性と教育的有用性を両立したスパイナル針です。 
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脊髄くも膜下麻酔針(スタイレットポイント)

適度な穿刺抵抗感（クリック感）を生み出す針先形状

"スタイレットの角度と外針先端部の綿密な組
み合わせ"と"外針先端部の滑らかな形状"によ
り、open-end型（先端開口型）の針の課題と
されていた強い穿刺抵抗感を抑制し、適度な
穿刺抵抗感を実現しています。これにより、硬膜
穿刺時の抵抗変化（クリック感）が比較的明瞭に
認識することを可能とし、穿刺層の把握を補助
する点で手技の安全性向上および教育的有用
性に寄与する設計としています。 

リコールバック性能
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スタイレットポイント

内針抜去時

内針ツマミのロック機構
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スタイレットポイント

open-end型(先端開口型)の Noncutting Type スパイナル針

スタイレットが刃先となり、スタイレット抜去
後の外針先端口で薬液を注入するタイプの先
端開口型のNoncutting Type スパイナル針
です。針先から注入口までの距離が短くなる為、
くも膜下腔到達後の薬液投与の確実性を高め
ると考えられ、安定した手技をサポートします。

回転ロック式の内針針基構造を最適化することで適
度なクリック感による確実な固定と90度の回転で
スムーズに内針を抜去できる操作性を実現しまし
た。

ロック機構の仕組み

先端開口型の薬液注入口および内径を広くす
る薄肉針管の採用と視認性の高いクリアーハ
ブの組み合わせにより、CSFの視認性を高める
とともに、リコールバック性能に優れた製品と
なっています。 本製品はツマミのロックを解除してから内針を抜去する

必要があります。

硬膜くも膜

脳脊髄液

スタイレットポイント

ペンシルポイント

20G32mm


